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(57)【要約】
【課題】言語の種類を明確に区別できるようにテキスト
領域を記録紙に印刷し、或いは、特定の言語を除いてテ
キスト領域を記録紙に印刷する。
【解決手段】画像形成装置１０において、文字解析部４
５は、各種の言語別に、言語の文字を含むテキスト領域
を原稿の画像より抽出する。画像編集部４６は、各種の
言語のテキスト領域に対して互いに異なるそれぞれの色
を付与するか、又は各種の言語のテキスト領域を選択的
に削除する。主制御部４１は、画像形成部１２を制御し
て、各種の言語のテキスト領域を該各種の言語のテキス
ト領域に対して付与されたそれぞれの色で記録紙に印刷
させるか、又は各種の言語のテキスト領域のうちの削除
されなかったテキスト領域を記録紙に印刷させる。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　原稿の画像を読取る画像読取部と、
　前記画像読取部によって読み取られた原稿の画像を記録紙に形成する画像形成部と、
　複数種の言語別に、言語の文字を含むテキスト領域を前記原稿の画像より抽出するテキ
スト抽出部と、
　前記各種の言語のテキスト領域に対して互いに異なるそれぞれの色を付与するか、又は
前記各種の言語のテキスト領域を選択的に削除する編集部と、
　前記画像形成部を制御して、前記各種の言語のテキスト領域を該各種の言語のテキスト
領域に対して付与されたそれぞれの色で記録紙に印刷させるか、又は前記各種の言語のテ
キスト領域のうちの前記編集部により削除されなかったテキスト領域を記録紙に印刷させ
る制御部と、を備える画像形成装置。
【請求項２】
　前記テキスト抽出部は、前記原稿の画像における文字を認識し、この認識した文字に対
応する言語の種類を判定して、当該判定した言語種類毎に前記テキスト領域を抽出する請
求項１に記載の画像形成装置。
【請求項３】
　前記テキスト抽出部は、光学的文字認識処理に基づき前記原稿の画像における文字を認
識する請求項２に記載の画像形成装置。
【請求項４】
　前記編集部は、前記各種の言語のテキスト領域別に、テキスト領域における文字に色を
付与する請求項１乃至請求項３のいずれかに記載の画像形成装置。
【請求項５】
　前記編集部は、前記各種の言語のテキスト領域別に、テキスト領域における文字の背景
に色を付与する請求項１乃至請求項３のいずれかに記載の画像形成装置。
【請求項６】
　前記テキスト抽出部は、前記原稿に印されたマーカー及び該マーカーの色を識別し、前
記マーカーの箇所の文字を認識して、この認識した文字に対応する言語の種類を判定し、
この判定した種類の言語の文字を含むテキスト領域を前記原稿の画像より抽出し、
　前記編集部は、前記テキスト領域に対して前記マーカーが示す色を付与し、
　前記制御部は、前記画像形成部を制御して、前記テキスト領域を該テキスト領域に対し
て付与された前記マーカーが示す色で記録紙に印刷させる請求項１に記載の画像形成装置
。
【請求項７】
　前記編集部は、前記テキスト領域に含まれる文字に前記マーカーの色を付与すると共に
、前記テキスト領域における当該マーカーを示す画像を消去する請求項６に記載の画像形
成装置。
【請求項８】
　前記編集部は、前記原稿の画像における文字の色を識別し、前記原稿の画像における文
字の色が黒色を除く他の色である場合に、前記文字を含むテキスト領域に対する色の付与
を行わない請求項１乃至請求項７のいずれかに記載の画像形成装置。
【請求項９】
　前記テキスト抽出部及び前記編集部の動作をオンオフさせるためにユーザーにより操作
される操作部を備え、
　前記制御部は、予め定められた期間において前記テキスト抽出部及び前記編集部の動作
をオンに維持し、前記操作部の操作により前記テキスト抽出部及び前記編集部の動作がオ
フにされると、前記テキスト抽出部の処理及び前記編集部の処理を行わせることなく、前
記画像形成部を制御して、前記原稿の画像を記録紙に記録させる請求項１乃至請求項８の
いずれかに記載の画像形成装置。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、原稿の画像を記録紙に印刷する画像形成装置に関し、特に原稿の画像におけ
るテキスト領域を印刷する技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　画像形成装置では、画像読取部により原稿の画像を読取り、画像形成部により原稿の画
像を記録紙に印刷する。また、特許文献１では、画像読取部により読取られた原稿の画像
に対して文字認識処理を施し、認識された文字の言語を判定して、この判定した言語を表
示部の表示言語として設定している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１６－２１００９９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、原稿の画像に、複数種の言語の文字を含むそれぞれのテキスト領域が存在す
る場合は、これらのテキスト領域が記録紙に記録されることになるが、原稿の用途によっ
ては、言語の種類を明確に区別できるようにテキスト領域を記録紙に印刷したり、特定の
言語を除いてテキスト領域を記録紙に印刷したりすることが望まれている。しかしながら
、従来は、特許文献１のように原稿の画像に含まれる文字の言語を判定することはあって
も、この判定結果を記録紙の印刷に反映させることはなかった。
【０００５】
　本発明は、上記の事情に鑑みなされたものであり、原稿の画像に、複数種の言語のテキ
スト領域が含まれる場合は、言語の種類を明確に区別できるようにテキスト領域を記録紙
に印刷したり、特定の言語を除いてテキスト領域を記録紙に印刷したりすることを目的と
する。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の一局面にかかる画像形成装置は、原稿の画像を読取る画像読取部と、前記画像
読取部によって読み取られた原稿の画像を記録紙に形成する画像形成部と、複数種の言語
別に、言語の文字を含むテキスト領域を前記原稿の画像より抽出するテキスト抽出部と、
前記各種の言語のテキスト領域に対して互いに異なるそれぞれの色を付与するか、又は前
記各種の言語のテキスト領域を選択的に削除する編集部と、前記画像形成部を制御して、
前記各種の言語のテキスト領域を該各種の言語のテキスト領域に対して付与されたそれぞ
れの色で記録紙に印刷させるか、又は前記各種の言語のテキスト領域のうちの前記編集部
により削除されなかったテキスト領域を記録紙に印刷させる制御部と、を備えるものであ
る。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、原稿の画像に、複数種の言語のテキスト領域が含まれる場合は、言語
の種類を明確に区別できるようにテキスト領域を記録紙に印刷し、或いは、特定の言語を
除いてテキスト領域を記録紙に印刷することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本発明の一実施形態にかかる画像形成装置を示す断面図である。
【図２】本実施形態の画像形成装置の主要内部構成を示すブロック図である。
【図３】（Ａ）は原稿の画像に含まれる各種の言語のテキスト領域を示す図であり、（Ｂ
）は各種の言語のテキスト領域における文字の色を変更した状態を示す図であり、（Ｃ）
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は各種の言語のテキスト領域を選択的に削除した状態を示す図である。
【図４Ａ】各種の言語のテキスト領域に対して互いに異なるそれぞれの色を付与するか、
又は各種の言語のテキスト領域を選択的に削除するための処理手順を示すフローチャート
である。
【図４Ｂ】図４Ａに引き続く処理手順を示すフローチャートである。
【図５】表示部に表示された初期画面を示す図である。
【図６】表示部に表示された言語色変換設定画面を示す図である。
【図７】表示部に表示された色変換詳細設定画面を示す図である。
【図８】各種の言語の文字が印刷されるときのそれぞれの色、及びカラーの文字を含むテ
キスト領域の言語色変換処理の禁止又は許可を登録したデータテーブルを概念的に示す図
である。
【図９】色変換詳細設定画面の操作状態を示す図である。
【図１０】各種の言語のテキスト領域の背景色を変更した状態を示す図である。
【図１１】色変換詳細設定画面の変形例を示す図である。
【図１２】（Ａ）はマーキングされた原稿の画像を示す図であり、（Ｂ）はテキスト領域
における文字の色をマーカーの色に変更して、マーカーを消去した状態を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、本発明の一実施形態について図面を参照して説明する。
【００１０】
　図１は、本発明の画像形成装置の一実施形態を示す断面図である。この画像形成装置１
０は、例えば、コピー機能、プリンター機能、スキャナー機能、及びファクシミリ機能の
ような複数の機能を兼ね備えたＭＦＰ（複合機）である。この画像形成装置１０は、画像
読取部１１と、画像形成部１２とを備えている。
【００１１】
　画像読取部１１は、原稿の画像を光学的に読み取るスキャナーを有し、このスキャナー
の撮像素子から出力されたアナログ信号をデジタル信号に変換して、原稿の画像を示す画
像データを生成する。
【００１２】
　画像形成部１２は、画像読取部１１で生成された画像データ又は外部から受信した画像
データによって示される画像を記録紙に印刷するものであり、マゼンタ用の画像形成ユニ
ット３Ｍ、シアン用の画像形成ユニット３Ｃ、イエロー用の画像形成ユニット３Ｙ、及び
ブラック用の画像形成ユニット３Ｂｋを備えている。各画像形成ユニット３Ｍ、３Ｃ、３
Ｙ、及び３Ｂｋのいずれにおいても、感光体ドラム４の表面を均一帯電させ、感光体ドラ
ム４の表面を露光して、感光体ドラム４の表面に静電潜像を形成し、感光体ドラム４の表
面の静電潜像をトナー像に現像して、感光体ドラム４の表面のトナー像を、中間転写ベル
ト５に転写する。これにより、カラーのトナー像（画像）が中間転写ベルト５上に形成さ
れる。このカラーのトナー像は、中間転写ベルト５と２次転写ローラー６の間のニップ域
Ｎにおいて給紙部７から搬送路８を通じて搬送されてきた記録紙Ｐに２次転写される。
【００１３】
　この後、定着装置１５で記録紙Ｐが加熱及び加圧されて、記録紙Ｐ上のトナー像が熱圧
着により定着され、更に記録紙Ｐが排出ローラー対１６を通じて排出トレイ１７に排出さ
れる。
【００１４】
　図２は、画像形成装置１０の主要内部構成を示す機能ブロック図である。図２に示すよ
うに画像形成装置１０は、制御ユニット３１、表示部３２、操作部３４、タッチパネル３
５、記憶部３８、画像メモリー３９、画像読取部１１、及び画像形成部１２などを備えて
いる。これらの構成要素は、互いにバスを通じてデータ又は信号の送受信を可能とされて
いる。
【００１５】
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　表示部３２は、液晶ディスプレイ（ＬＣＤ：Liquid Crystal Display）や有機ＥＬ（Ｏ
ＬＥＤ：Organic Light-Emitting Diode）ディスプレイなどから構成される。
【００１６】
　操作部３４は、例えば、表示部３２の初期画面を呼び出すメニューキー、スタートキー
などを備え、ユーザーから画像形成動作実行指示や原稿読取動作実行指示等の指示を受け
付ける。
【００１７】
　表示部３２の画面には、タッチパネル３５が重ねられている。タッチパネル３５は、所
謂抵抗膜方式や静電容量方式などのタッチパネルであって、タッチパネル３５に対するユ
ーザーの指などの接触（タッチ）をその接触位置と共に検知し、表示部３２の画面上のＧ
ＵＩなどに対するユーザーの指示を入力する。従って、タッチパネル３５は、表示部３２
の画面に対するユーザー操作が入力される操作部としての役割を果たす。
【００１８】
　記憶部３８は、大容量のＳＳＤ（Solid State Drive）、ＨＤＤ（Hard Disk Drive）な
どからなり、各種のデータやプログラムを記憶している。
【００１９】
　画像メモリー３９は、画像読取部１１により読取られた原稿の画像を示す画像データ、
外部から受信した画像データを一時的に記憶する。
【００２０】
　制御ユニット３１は、プロセッサー、ＲＡＭ(Random Access Memory）、及びＲＯＭ（R
ead Only Memory）などから構成される。プロセッサーは、ＣＰＵ（Central Processing 
Unit）、ＭＰＵ、又はＡＳＩＣ等である。この制御ユニット３１は、主制御部４１、表示
制御部４２、文字解析部４５、及び画像編集部４６を備えている。これらの構成要素は、
上記のＲＯＭ又は記憶部３８に記憶されているプログラムが上記のプロセッサーで実行さ
れることにより機能するか、あるいはそれぞれハード回路により構成されている。また、
主制御部４１が特許請求の範囲における「制御部」に相当し、文字解析部４５が特許請求
の範囲における「テキスト抽出部」に相当し、画像編集部４６が特許請求の範囲における
「編集部」に相当する。
【００２１】
　主制御部４１は、画像形成装置１０の全体的な動作制御を司る。表示制御部４２は、表
示部３２を制御して、上記ＧＵＩ、あるいは各種の情報などを表示部３２に表示させる。
【００２２】
　文字解析部４５は、画像メモリー３９内の画像データによって示される画像に対してレ
イアウト解析などを行ってテキスト領域（画像データが示す画像の一部分）を抽出する。
文字解析部４５は、抽出したテキスト領域に含まれる画像に対して例えば光学的文字認識
処理（Ｏｐｔｉｃａｌ Ｃｈａｒａｃｔｅｒ Ｒｅａｄｅｒ）を行って、画像に含まれる文
字を認識する。文字解析部４５は、例えば、記憶部３８に保存されている文字データベー
スＤＢに各種言語の文字が記憶されており、上記認識した文字がいずれの言語の文字と一
致するか等の既知の技術を用いて、当該認識した文字の言語の種別を判定する。
【００２３】
　また、例えば、複数種の言語別に、パターンマッチング用の複数の文字パターンを登録
した文字データベースＤＢが記憶部３８に記憶されているものとし、文字解析部４５は、
上記テキスト領域に含まれる文字画像に対して、文字データベースＤＢに登録されている
各文字パターンを用いてパターンマッチングを行って、各文字パターンと当該文字画像と
を比較し、当該文字画像に近似する文字パターンを求める。文字解析部４５は、当該近似
する文字パターンが示す言語を、当該文字画像が示す言語の種類と判定する。
【００２４】
　なお、文字解析部４５は、上記テキスト領域に複数種の言語を示す文字が含まれる場合
には、上記テキスト領域を各種の言語毎に区分する。
【００２５】



(6) JP 2019-68134 A 2019.4.25

10

20

30

40

50

　画像編集部４６は、画像メモリー３９内の画像データに対して各種の画像処理を施す。
例えば、画像編集部４６は、各種の言語のテキスト領域に対して互いに異なるそれぞれの
色を付与する処理や、各種の言語のテキスト領域を選択的に削除する処理を行う。
【００２６】
　このような構成の画像形成装置１０において、ユーザーは、操作部３４及びタッチパネ
ル３５を操作することにより、コピー機能、プリンター機能、及びスキャナー機能のいず
れかを選択し、この選択した機能を利用したジョブを実行させることができる。例えば、
ユーザーが、コピー機能を選択して、このコピー機能を利用したジョブの実行を指示する
と、主制御部４１は、画像読取部１１により原稿の画像を読取らせて、原稿の画像を示す
画像データを画像メモリー３９に一旦記憶させ、この画像データを画像メモリー３９から
画像形成部１２に入力させて、画像形成部１２より原稿の画像を記録紙に印刷させる。同
様に、プリンター機能、及びスキャナー機能についても、画像を示す画像データを画像メ
モリー３９に一旦記憶させ、この画像データを画像形成部１２に入力させて、画像形成部
１２より画像を記録紙に印刷させることができる。
【００２７】
　また、本実施形態では、ユーザーが文字解析部４５及び画像編集部４６の動作をオンオ
フさせることができ、文字解析部４５及び画像編集部４６の動作がオンにされているとき
には、文字解析部４５が、複数種の言語別に、言語の文字を含むテキスト領域を画像メモ
リー３９内の画像データによって示される画像から抽出し、画像編集部４６が、各種の言
語のテキスト領域に対して互いに異なるそれぞれの色を付与し、あるいは各種の言語のテ
キスト領域を選択的に削除する。主制御部４１は、画像形成部１２を制御して、各種の言
語のテキスト領域を該各種の言語のテキスト領域に対して付与されたそれぞれの色で記録
紙に印刷させ、あるいは各種の言語のテキスト領域のうちの画像編集部４６により削除さ
れなかったテキスト領域を記録紙に印刷させる。
【００２８】
　これにより、例えば図３（Ａ）に示すように原稿Ｍの画像に、日本語のテキスト領域Ｊ
Ｒ、英語のテキスト領域ＥＲ、及びロシア語のテキスト領域ＲＲが全て黒一色の画像で含
まれている場合、図３（Ｂ）に示すように記録紙Ｐには、日本語のテキスト領域ＪＲの各
文字の色が変更されることなく、該各文字が黒色で印刷され、一方、英語のテキスト領域
ＥＲの各文字が赤色で印刷され、また、ロシア語のテキスト領域ＲＲの各文字が緑色で印
刷されるようにすることができる。
【００２９】
　このため、その記録紙Ｐを見た人は、記録紙Ｐに印刷されている３種類の言語を明確に
区別することができる。あるいは、図３（Ｃ）に示すように記録紙Ｐには、日本語のテキ
スト領域ＪＲの各文字が黒色で印刷され、また英語のテキスト領域ＥＲの各文字が赤色で
印刷され、更にロシア語のテキスト領域ＲＲが削除されるようにすることができる。つま
り、ロシア語の印刷が不要な場合は、ロシア語のテキスト領域ＲＲを削除することができ
る。
【００３０】
　また、図３（Ｃ）において、日本語のテキスト領域ＪＲ及び英語のテキスト領域ＥＲに
記載されている意味が同一である場合には、赤色の透明シートを記録紙Ｐに重ねたり外し
たりすることにより、英語のテキスト領域ＥＲだけを見えなくしたり見えるようにしたり
することができ、記録紙Ｐを英語の勉強に役立てることができる。
【００３１】
　次に、そのような各種の言語のテキスト領域に対して互いに異なるそれぞれの色を付与
するか、又は各種の言語のテキスト領域を選択的に削除するための処理手順を、図４Ａ及
び図４Ｂに示すフローチャートなどを参照して説明する。
【００３２】
　まず、表示制御部４２は、画像形成装置１０の表示部３２に、初期画面として、図５に
示すようにそれぞれの機能に対応付けられた複数のソフトキー５１ａ～５１ｈ等を表示さ
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せる。このとき、ユーザーが、言語色変換の機能に対応するソフトキー５１ｈ（言語色変
換キー）をタッチ操作すると、主制御部４１は、タッチパネル３５を通じて、ソフトキー
５１ｈに対するタッチ操作を受付け、表示制御部４２が、図６に示すような言語色変換設
定画面Ｇ１を表示部３２の画面に表示させる（Ｓ１０１）。この言語色変換設定画面Ｇ１
には、言語色変換処理を手動でオンオフさせる指示を受け付けるための機能キー６１、及
び画面を閉じる指示を受け付けるための閉キー６２が表示されている。
【００３３】
　ユーザーが機能キー６１をタッチ操作して言語色変換処理をオフからオンに切り替える
タッチ操作を行うと、主制御部４１は、タッチパネル３５を通じて、機能キー６１に対す
るタッチ操作を検出し（Ｓ１０３でＹＥＳ）、言語色変換処理を開始させる。表示制御部
４２は、図７に示すような色変換詳細設定画面Ｇ２を表示部３２の画面に表示させる（Ｓ
１０５）。
【００３４】
　この色変換詳細設定画面Ｇ２には、日本語に対応する色設定を受け付けるための色設定
キー６３、英語に対応する色設定を受け付けるための色設定キー６４、ロシア語に対応す
る色設定を受け付けるための色設定キー６５、その他の種類の言語に対応する色設定を受
け付けるための色設定キー６６、スキャンキー６７、元々カラーの文字を含むテキスト領
域に対する言語色変換処理を禁止又は許可するための機能キー６８、及び閉キー６９が表
示されている。尚、ここでは、日本語、英語、及びロシア語を例示しているが、より多く
の種類の言語に対応するそれぞれの色設定キーを設けても構わない。
【００３５】
　各色設定キー６３、６４、６５、６６は、それぞれの言語の文字が言語色変換処理を受
けて記録紙に印刷されるときの文字の色で表示されている。例えば、日本語に対応する色
設定キー６３は、日本語の文字が言語色変換処理を受けて印刷されるときの黒色で表示さ
れ、また英語に対応する色設定キー６４は、英語の文字が言語色変換処理を受けて印刷さ
れるときの青色で表示され、またロシア語に対応する色設定キー６５は、ロシア語の文字
が言語色変換処理を受けて印刷されるときの赤色で表示されている。また、他の種類の言
語に対応する色設定キー６５は、無色（色変換詳細設定画面Ｇ２の地色と同色）となって
いる。各色設定キー６３、６４、６５、６６の操作により、各言語の色が無色に設定され
ている場合は、画像編集部４６は、テキスト領域に含まれる無色に設定された言語の文字
を削除する。
【００３６】
　機能キー６８は、元の原稿の画像におけるテキスト領域にカラーの文字が含まれる場合
に、当該文字を、当該文字の言語に対応する色設定キーの表示色に変換するか否かの指示
を受け付けるためのキーである。画像形成装置１０では、主制御部４１により、デフォル
ト設定では、カラーの文字を含むテキスト領域に対する言語色変換処理が禁止されている
ものとする。この場合は、テキスト領域におけるカラーの文字が、該文字の言語に対応す
る色設定キーの表示色に変換されることはなく、そのままの色で記録紙に印刷される（す
なわち、言語色変換処理を行わない通常通りの印刷がわれる）。
【００３７】
　また、機能キー６８の操作によりカラーの文字を含むテキスト領域に対する言語色変換
処理の禁止を解除する指示が入力された場合は、テキスト領域におけるカラーの文字が、
該文字の言語に対応する色設定キーの表示色に変換される言語色変換処理が行われ、当該
処理後の画像が記録紙に印刷される。
【００３８】
　図８は、各色設定キー６３、６４、６５、６６の表示色、つまり各種の言語の文字が印
刷されるときのそれぞれの色、及び元々カラーの文字を含むテキスト領域の言語色変換処
理の禁止又は許可を登録したデータテーブルＤＴを概念的に示す図である。このデータテ
ーブルＤＴは、記憶部３８に記憶されており、主制御部４１は、その内容をユーザーによ
る操作部３４の操作で指示された色に書き換える。
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【００３９】
　そして、主制御部４１は、閉キー６９、スキャンキー６７、機能キー６８、又は各色設
定キー６３～６６のタッチ操作を待機しており（Ｓ１０６～Ｓ１０９）、例えばユーザー
により閉キー６９がタッチ操作されると、タッチパネル３５を通じて、閉キー６９に対す
るタッチ操作を検出し（Ｓ１０６でＹＥＳ）、表示制御部４２を通じて、色変換詳細設定
画面Ｇ２を閉じて、言語色変換設定画面Ｇ１を表示させ、Ｓ１０１からの処理に戻る。
【００４０】
　また、例えばユーザーが日本語に対応する色設定キー６３をタッチ操作すると、主制御
部４１は、タッチパネル３５を通じて、色設定キー６３に対するタッチ操作を検出する（
Ｓ１０６～Ｓ１０８でＮＯ，Ｓ１０９でＹＥＳ）。例えば、表示制御部４２は、色設定キ
ー６３に対するタッチ操作に応答する場合、図９に示すように色設定キー６３の下側に、
互いに異なる各色（無色を含む）のタブを上下方向に配列してなるプルダウンメニュー７
１を表示させる（Ｓ１１０）。この状態で、ユーザーがプルダウンメニュー７１における
各色のタブのいずれかをタッチ操作すると、主制御部４１は、タッチパネル３５を通じて
、タッチ操作された色のタブに対するタッチ操作を検出し（Ｓ１１１）、表示制御部４２
が、プルダウンメニュー７１を消去し、日本語に対応する色設定キー６３を、上記タッチ
操作された色で表示させて、色設定キー６３の表示色を変更させる。主制御部４１は、図
８に示すデータテーブルＤＴにおける日本語の文字の色として、上記タッチ操作された色
を登録する（Ｓ１１２）。この後、処理はＳ１０６に戻る。
【００４１】
　他の英語に対応する色設定キー６４、ロシア語に対応する色設定キー６５、及び他の種
類の言語に対応する色設定キー６６のいずれについても、同様の手順で、主制御部４１に
より、表示色が上記タッチ操作された色に変更される。同時に図８に示すデータテーブル
ＤＴにおける色設定キーに対応する言語の文字の色も表示制御部４２によりタブの色に変
更される。
【００４２】
　また、ユーザーが機能キー６８をタッチ操作して、元々カラーの文字を含むテキスト領
域の言語色変換処理の禁止を解除するタッチ操作を行うと、主制御部４１は、タッチパネ
ル３５を通じて、機能キー６８に対する当該タッチ操作を検出し（Ｓ１０８でＹＥＳ）、
図８に示すデータテーブルＤＴにおけるカラーの文字を含むテキスト領域の言語色変換処
理の禁止を許可に書き換える（Ｓ１１３）。この後、処理はＳ１０６に戻る。
【００４３】
　こうしてデータテーブルＤＴの内容が適宜設定された後、ユーザーが、原稿を画像読取
部１１にセットして、スキャンキー６７をタッチ操作すると、主制御部４１は、タッチパ
ネル３５を通じて、スキャンキー６７に対するタッチ操作を検出し（Ｓ１０７でＹＥＳ）
、画像読取部１１を起動する。画像読取部１１は、原稿の画像を読み取り、原稿の画像を
示す画像データを生成する。ここでは、画像読取部１１は、原稿の画像をカラーで読み取
るものとする。主制御部４１は、当該画像データを記憶部３８に記憶させる（Ｓ１１４）
。
【００４４】
　文字解析部４５は、画像メモリー３９内の画像データによって示される原稿の画像に対
してレイアウト解析などを行ってテキスト領域を抽出し（Ｓ１１５でＹＥＳ）、このテキ
スト領域に含まれる文字の言語の種類を判定し（Ｓ１１６）、この種類の言語をテキスト
領域の言語とする。
【００４５】
　画像編集部４６は、文字解析部４５によりテキスト領域が抽出されると、テキスト領域
にカラーの文字が含まれるか否かを判定する（Ｓ１１７）。画像編集部４６は、カラーの
文字が含まれていると判定した場合（Ｓ１１７でＹＥＳ）、図８に示すデータテーブルＤ
Ｔに、カラーの文字を含むテキスト領域の言語色変換処理が禁止又は許可のいずれで記憶
されているかを判断して（Ｓ１１８）、言語色変換処理が禁止されていると判断したとき
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は（Ｓ１１８でＹＥＳ）、このテキスト領域については文字の色を変換する処理（Ｓ１１
９）を行わない。
【００４６】
　また、画像編集部４６は、テキスト領域にカラーの文字が含まれていないと判定するか
（Ｓ１１７でＮＯ）、又はカラーの文字を含むテキスト領域の言語色変換処理が許可され
ていると判断したときは（Ｓ１１８でＮＯ）、図８に示すデータテーブルＤＴを参照して
、Ｓ１１６で判定されたテキスト領域の言語の種類に対応付けて記憶されている文字の色
を読み出し、当該テキスト領域に含まれる文字の色を当該読み出した色に変換する色変換
処理を行う（Ｓ１１９）。この後、処理はＳ１１５に戻る。この色変換処理では、当該読
み出した色が無色である場合は、画像編集部４６は、テキスト領域における文字を削除す
る。
【００４７】
　以降同様に、Ｓ１１５の処理が行われ、画像メモリー３９内の画像データが示す画像か
ら文字解析部４５により他のテキスト領域が抽出されると（Ｓ１１５でＹＥＳ）、当該テ
キスト領域に対して、Ｓ１１６～Ｓ１１９の処理が繰り返される。
【００４８】
　そして、画像メモリー３９内の画像データが示す画像からテキスト領域が文字解析部４
５によっては抽出されなくなると（Ｓ１１５でＮＯ）、つまり全てのテキスト領域の抽出
が終了すると、主制御部４１は、画像形成部１２を制御して、画像メモリー３９内の画像
データによって示される画像を記録紙に印刷させる（Ｓ１２０）。
【００４９】
　なお、図６に示す言語色変換設定画面Ｇ１の表示時に、主制御部４１が、タッチパネル
３５を通じて、ユーザーによる閉キー６２に対するタッチ操作を検出したときは（Ｓ１０
２でＹＥＳ）、表示制御部４２は、言語色変換設定画面Ｇ１を閉じて、図５に示す初期画
面を表示部３２に表示させ（Ｓ１０４）、処理を終了する。
【００５０】
　これにより、図３（Ａ）に示すような原稿Ｍの画像の場合は、図３（Ｂ）に示すように
記録紙Ｐには、日本語のテキスト領域の各文字の色が黒色で印刷され、また英語のテキス
ト領域の各文字が赤色で印刷され、更にロシア語のテキスト領域の各文字が緑色で印刷さ
れる。
【００５１】
　また、上記実施形態では、各言語に対応する色設定が黒色、赤色、緑色とされているが
、色設定が無色とされている言語がある場合は、画像編集部４６は、テキスト領域に含ま
れる無色に設定された言語の文字を削除する。このため、例えば、ロシア語に対応する色
設定が無色とされている場合は、図３（Ｃ）に示すように、記録紙Ｐには、日本語のテキ
スト領域の各文字が黒色で印刷され、また英語のテキスト領域の各文字が赤色で印刷され
、更にロシア語のテキスト領域の文字が削除される。
【００５２】
　このように本実施形態では、画像読取部１１により読取られた原稿の画像から複数種の
言語のテキスト領域を抽出し、各種の言語のテキスト領域に対して互いに異なるそれぞれ
の色を付与し、あるいは各種の言語のテキスト領域を選択的に削除し、画像形成部１２に
より、各種の言語のテキスト領域の文字を各種の言語のテキスト領域に対して付与された
それぞれの色で記録紙に印刷させ、あるいは各種の言語のテキスト領域のうちの削除され
なかったテキスト領域を記録紙に印刷させる。従って、言語の種類を明確に区別できるよ
うに記録紙に印刷したり、特定の言語を削除して記録紙に印刷したりすることが可能とな
る。
【００５３】
　尚、上記実施形態では、文字解析部４５は、原稿の画像に含まれる全ての文字を認識し
ているが、テキスト領域の言語の種類が分かれば、テキスト領域に対する色の付与やテキ
スト領域の削除が可能であるため、全ての文字を認識する必要はない。例えば、文字解析
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部４５は、各種の言語別に、使用頻度が高くかつ言語に特有の予め定められた文字を予め
選定しておき、テキスト領域から当該予め定められた文字を抽出した場合には、当該予め
定められた文字が属する言語に、テキスト領域に含まれる文字の言語の種類を特定しても
よい。例えば、文字解析部４５は、日本語の場合は、「は」や「を」などの文字を予め定
められた文字として選定しておき、テキスト領域から「は」や「を」の文字を抽出した場
合には、テキスト領域の言語の種類を日本語と判定する。
【００５４】
　また、各種の言語別に、テキスト領域の文字を該テキスト領域に対して付与された色で
記録紙に印刷させているが、この代わりに、画像編集部４６は、テキスト領域の文字の背
景を該テキスト領域に対して付与された色とした画像を生成し、主制御部４１は、画像形
成部１２に、この画像を含むテキスト領域の画像を記録紙に印刷させてもよい。例えば、
図１０に示すように日本語のテキスト領域ＪＲの各文字の色を黒色とし、かつ当該黒色よ
りも薄い黒色とされた背景と共に記録紙に印刷し、また英語のテキスト領域ＥＲの各文字
を黒色でかつ赤色の背景と共に記録紙に印刷し、更にロシア語ＲＲのテキスト領域の各文
字を黒色でかつ緑色の背景と共に記録紙に印刷する。
【００５５】
　また、主制御部４１は、ユーザーにより設定された一定期間は、文字解析部４５及び画
像編集部４６の動作をオンに維持するようにしてもよい。例えば、表示制御部４２は、図
１１に示すように色変換詳細設定画面Ｇ２に、一定期間の設定を指示するための期間キー
７２を追加して表示させておく。そして、ユーザーが期間キー７２をタッチ操作すると、
主制御部４１は、タッチパネル３５を通じて、期間キー７２に対するタッチ操作を検出し
、表示制御部４２が、一定期間を設定するためのポップアップ画面ＧＰを表示部３２に表
示させる。
【００５６】
　ユーザーの操作により一定期間がポップアップ画面ＧＰに記入されると、当該一定期間
だけ、主制御部４１は、文字解析部４５及び画像編集部４６の動作をオンに維持する。こ
の場合、ユーザーが図５に示す初期画面における言語色変換の設定に対応するソフトキー
５１ｈをタッチ操作しなくても、ユーザーが原稿を画像読取部１１にセットして、この原
稿がセンサー（図示せず）により検出された時点で、表示制御部４２が図７に示す色変換
詳細設定画面Ｇ２を表示部３２に表示させ、この状態で、ユーザーがスキャンキー６７を
タッチ操作すると、Ｓ１１４以降の処理が実行されるようにできる。外国語学校や複数種
の言語を用いる様々な人々が集まる施設などにおいて、書類のコピーが頻繁に行われる期
間（試験の実施期間など）に文字解析部４５及び画像編集部４６の動作をオンに維持して
おくと、操作の簡略化を図ることができる。
【００５７】
　また、図７に示すような色変換詳細設定画面Ｇ２を用いて各種の言語に対応するそれぞ
れの色を設定する代わりに、図１２（Ａ）に示すように原稿の文字又は文字列にマーカー
Ｑを印しておき、画像読取部１１により原稿のマーカーＱ及び該マーカーＱが印された文
字又は文字列を読取って、文字解析部４５が、マーカーＱの色を解析して、該文字又は文
字列の言語に、当該マーカーＱの色を対応付けるようにしてもよい。
【００５８】
　この場合、文字解析部４５は、画像メモリー３９内の画像データによって示される原稿
の画像からテキスト領域を抽出する度に、テキスト領域から文字を認識して、認識した文
字に基づき該文字の言語の種類を判定すると共に、マーカーＱの画像部分の色を判定する
。
【００５９】
　主制御部４１は、文字解析部４５により言語の種類が判定されると共にマーカーＱの色
が判定されると、図８に示すデータテーブルＤＴにおいて、当該判定した言語について対
応付けられている色を、マーカーＱの色に変更して登録する。更に、画像編集部４６は、
文字画像とマーカーの濃度差などに基づきマーキングされた部分の文字だけを残して、こ
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の文字部分はマーカーＱの色とし、マーカーを示す画像を消去する画像処理を画像データ
に対して行う。主制御部４１は、画像形成部１２に、当該画像データに基づき、図１２（
Ｂ）に示すように各種の言語のテキスト領域別に、テキスト領域の各文字を言語の種類に
対応する色で記録紙に印刷させる。
【００６０】
　この後、画像編集部４６は、文字解析部４５によりテキスト領域が判定される度に、図
８に示すデータテーブルＤＴを参照して、テキスト領域の言語の文字の色を読み出し、そ
のテキスト領域の言語の文字の色を、当該読み出した色に変換する処理を画像データに行
う。主制御部４１は、画像形成部１２に、当該画像データに基づき、各種の言語のテキス
ト領域別に、テキスト領域の各文字を言語の種類に対応する色で記録紙に印刷させる。
【００６１】
　また、図１乃至図１２を用いて説明した上記実施形態の構成及び処理は、本発明の一例
に過ぎず、本発明を当該構成及び処理に限定する趣旨ではない。
【符号の説明】
【００６２】
１０　　　画像形成装置
１１　　　画像読取部
１２　　　画像形成部
３１　　　制御ユニット
３２　　　表示部
３４　　　操作部
３５　　　タッチパネル
３８　　　記憶部
３９　　　画像メモリー
４１　　　主制御部
４２　　　表示制御部
４５　　　文字解析部
４６　　　画像編集部
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【図１】 【図２】

【図３】 【図４Ａ】
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【図４Ｂ】 【図５】

【図６】

【図７】

【図８】

【図９】

【図１０】
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【図１１】 【図１２】
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